
建設部 マネジメント方針 
 

建設部では市長との政策協議のもと、次のとおり基本方針・組織目標・行動目標を定め

ました。この方針に基づき目標の達成に向け着実に取り組みます。 

 

 

令和４年４月１日 

 

建設部長 

増 永 孝 三 

 

 

【基本方針】 

 

中部・関東圏域や地域間を結ぶ幹線道路の整備を促進することにより、幹線道路ネット

ワークの充実を図ります。一方で、まちなかの里山として市民に親しまれている足羽山

や、リニューアルした中央公園を、新たな福井の魅力を発信する場として、磨き上げを進

めます。 

また、市民が安全・安心に生活できるよう、大雨や大雪などの自然災害にも強い、持続

可能な社会基盤の整備等を進めるとともに、良好な住環境の整備を促進します。 

さらに、市民・行政・企業等が協働しながら緑化、美化活動等を推進することで、緑豊

かで快適なまちづくりを進めます。 

 

【組織目標】 

 

Ⅰ．幹線道路等の整備促進を図るとともに、足羽山や中央公園等、まちなかの資源を活か

した魅力ある県都のまちづくりを進めます 

Ⅱ．自然災害にも強い、持続可能な社会基盤の整備を進めていくとともに、計画的に施設

の維持管理を行います 

Ⅲ．安全で快適な住環境の整備を促進します 

Ⅳ．市民・行政・企業等と協働して、水とみどり豊かな生活環境を形成するとともに、景観

に配慮したまちづくりを進めます 

 

 

 

 

 

 



  



【行動目標】 

 

組織目標Ⅰ 幹線道路等の整備促進を図るとともに、足羽山や中央公園等、まちなかの資源を

活かした魅力ある県都のまちづくりを進めます 

 

行動目標 SDGs指標 

１ 幹線道路ネットワークの充実 

中部・関東圏との広域交流を担う中部縦貫自動車道や地域間の交流・連携

を担う一般国道 158号等の道路ネットワークの充実を図るため、国・県等関

係機関へ整備促進を働きかけます。 

また、一般国道 416号と一般国道 8号を東西に連絡する川西国道線や、環

状西線変則交差点の改良などの都市内幹線道路の整備を進め、人や物の交流

の活性化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

※1 川西国道線 

未整備区間 L=2,480m（天池町地係～高屋町地係）のうち、 

川合鷲塚町外地係 700m の区間において、道路の拡幅や歩道の整備中である。 

令和 2 年度までに、北側車線 700m の整備が完了しており、令和 3 年度から 

南側車線の整備に着手している。 

計画延長 L=700ｍ×2（南北両車線）＝1,400ｍ 

令和 3 年度実績（累計）  700ｍ（北側車線） 

令和 4 年度目標（累計）  700ｍ+230ｍ（南側車線）＝930ｍ 

（歩道） 

※2 環状西線 事業進捗率 

令和 3 年度実績 294.166百万円/564.0 百万円≒52.2％ 

令和 4 年度目標 459.643百万円/564.0 百万円≒81.5％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

道路の新設改良 

川西国道線道路整備延長（累計）（※1） 

：700ｍ（3年度）→ 930ｍ（4年度） 

環状西線（変則交差点）事業進捗率(※2) 

：52.2％（3年度）→81.5％（4年度） 

 

道路整備の状況 

（川西国道線） 

 



 

 

 

 

行動目標 SDGs指標 

２  「足羽山魅力向上事業」の推進 

本市の観光誘客の一翼を担う足羽山において、多くの市民や観光客の方々

が足羽山公園内を快適に散策できるよう園路の舗装更新を進めるとともに、

足羽山の新たな魅力として眺望スポットを整備します。 

また、新型コロナウイルス感染拡大防止に取り組みながら、年間を通じて

魅力ある体験型イベントを開催し、足羽山公園遊園地の入園者の満足度を高

めます。 

さらに、ハピジャンや遊園地での体験学習などのＰＲを行い、リピーター

の確保や団体利用の促進に努め、入園者数の増加を図ります。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「福井城祉公園」内の中央公園利活用の推進 

福井城址を中心に、歴史を感じ、人が集まる空間として整備された中央公

園を、市民の憩いの場や観光誘客の交流の場として、快適に利用していただ

けるよう、芝生や樹木等の公園施設を適切に管理するとともに、民間のアイ

デアを積極的に取り入れていきます。 

また、北陸新幹線福井開業を見据え、中央公園が、様々なイベントをはじ

めとする多様な利活用が行えるよう、ホームページやＳＮＳなどを通じて情

報発信を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 足羽山公園遊園地入園者数 

：118,683人（3年度）→ 140,000 人（4年度） 

 園路の舗装更新（累計）：1,456ｍ（3年度）→ 1,610ｍ（4年度） 

眺望スポット（累計） ：6箇所（3年度）→ 7箇所（4年度） 

（令和 3 年 11 月 13 日、14日どうぶつえんスペシャル 2Ｄａｙｓの模様） 

中央公園で行われるイベント数  ：  13回（3年度）→ 14回（4年度） 

（ふくい桜マラソン） （ワンパークフェスティバル） 



組織目標Ⅱ 自然災害にも強い、持続可能な社会基盤の整備を進めていくとともに、計画的に

施設の維持管理を行います 

  

行動目標 SDGs指標 

４ 安全で快適な歩行者空間づくりの推進 

  高齢者や障がい者をはじめ、市民が安全で安心して歩けるまちを実現するた

め、歩道の段差解消や視線誘導ブロックを設置し、歩道のバリアフリー化を進

めます。 

 

 

   

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

５  橋梁の長寿命化の推進 

「福井市橋梁長寿命化修繕計画」（令和元年度～５年度）に基づき、橋梁の

予防的な補修や計画的な架け替えを行い、安全性と信頼性を確保します。ま

た、橋梁の状態を把握するため、橋梁点検を行います。 

 

 

 

 

※ 橋りょうの改修率 

（橋りょう耐震化数及び橋りょうの補修数）/耐震補強及び補修が必要な橋りょう数 

×100 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

歩道の整備延長（累計）：81.7㎞（3年度）→ 82.4㎞（4年度） 

橋りょうの改修率（※） ： 58.7％（3年度）→ 67.8％（4年度） 

橋りょうの点検     ： 380橋 

（橋梁点検の状況） （耐震補強の状況） 

（歩道整備の状況） 

（福井駅北通線） （豊島木田線） 

令和 3 年度実績      64 橋/109 橋×100≒58.7％ 

令和 4 年度目標   （64+10）橋/109 橋×100≒67.8％ 

 



 

 

 

行動目標 SDGs指標 

６ 冬期間交通の確保 

冬期間の安全かつ安心な市民生活を確保するため、国、県及び関係機関との

連携を図りながら、効率的かつ効果的な除排雪作業に努めます。 

また、持続可能な除雪体制を確保するため、除雪協力企業への除雪機械の

補助や新規参入企業の確保に努めます。 

さらに、降雪時の円滑な道路交通機能を確保するため、最重点除雪路線の

消雪施設の整備を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

７ 市道及び道路付属物の損傷についての早期発見と速やかな対応による安全

な道路環境の確保 

道路管理瑕疵事故を未然に防ぐため、道路パトロールの実施や協定締結し

た郵便局等、及び市職員からの情報提供により、市道や道路付属物の損傷箇

所等の早期発見、対応に努めます。 

また、市民の方々から道路損傷箇所等を通報していただけるよう、広報ふ

くいやホームページ等での協力依頼と併せ、コミュニケーションアプリＬＩ

ＮＥ等を活用した道路損傷箇所通報システムの運用開始により、安全安心な

道路環境の確保に努めます。 

特に、大型車交通量の多い路線は、道路が傷みやすく舗装の剥がれ等が多

いこと、また経年劣化により道路付属物が損傷し道路管理瑕疵事故が発生し

ていることから、道路パトロールを強化し、早期発見と速やかな補修を行い

ます。 

 

 

 

 

 ※ ・令和 3 年度実績   33 件 

   ・令和 4 年度目標   10 件 

 

除雪体制の充実 

道路除雪計画の作成             ： 11月 

除雪機械購入補助制度による除雪機械の更新  ： 10台 

消雪施設の整備                ：  2路線 

 

（除雪機械の更新） （消雪施設の整備） 

道路管理瑕疵事故発生件数 

：  33件（3年度）→10件（4年度）（※） 



 

 

 

 

行動目標 SDGs指標 

８ 河川浸水対策の推進 

近年の大雨による浸水被害を軽減するため、準用河川や普通河川の改修及

び調節池の整備等を行います。 

足羽川については、上流部の洪水調節を担う足羽川ダムの早期完成を目指

し、国、県に対し整備促進を働きかけます。 

 

 

 

 

 

 

 

※ 河川整備率（前年度までの整備延長+当年度整備延長/市管理河川延長） 

   令和 3年度実績 （100.15㎞+0.42㎞）/173.46㎞≒57.9％ 

令和 4年度見込 （100.57㎞+0.32㎞）/173.46㎞≒58.1％ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

９ ○新水防業務のＤＸ推進 ＤＸ 

水災害から市民の生命・財産を守るため、地下道や河川・水路等の状況を

リアルタイムで把握し、早期の交通規制や効率的な水防活動が行えるよう、

水防業務のＤＸに取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

○総 10 河川整備率（※）  

 ： 57.9％（3年度）→58.1％（4年度） 

  準用河川底喰川整備 ： 遊水地改良工事 完成 

    開発川流域浸水対策 ： 調節池本体工事 完成 

（調節池本体工事のイメージ） 

 

※開発向田公園(H23 施工） 

 

水防管理システムの導入    

水位計の設置            ：4カ所（道路 2、河川 2） 

ウェブカメラの設置         ：3カ所（道路 2、河川 1） 



 

  

 

 

行動目標 SDGs指標 

１０ 安全・安心な公園利用の促進 

市民が安全・安心で快適に利用できる公園とするため、遊具等の点検を行

い、必要な修繕等を行います。 

また、老朽化した公園施設のリニューアルを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

遊具等の点検回数              ：年 3回 

公園施設リニューアル件数（累計）  ：31件（3年度）→ 35件（4年度） 

公園施設リニューアル 

（板垣中央公園 テニスコート改修） 

公園施設リニューアル 

（板垣中央公園 複合遊具更新） 



 

組織目標Ⅲ  安全で快適な住環境の整備を促進します 

 

 

行動目標 SDGs指標 

１１  ○新住宅基本計画の改定 

第八次福井市総合計画（令和 4年度～8年度）に基づき、本市の住宅政策の

方向性を示す福井市住宅基本計画を国や県の関連計画を踏まえて改定します｡ 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

１２  建築物の安全性確保 

建築物を安心して使えるよう、建築基準法による確認、検査、許可を的確

に行い、防災指導を徹底します。さらに建築物の完了検査受検率を向上さ

せ、違反建築物の発生を防止し、建築物の安全性を確保します。 

 

 

 

 

 

※ 建築物の完了検査受検率 

（年度中に完了検査を受検した件数/年度中に完了日を迎えた件数） 

 令和 3 年度実績 296/301≒98.3％ 

令和 4 年度目標 296/300≒98.7％ 

福井県建築行政マネジメント計画（令和 2 年度～6 年度） 完了検査受検率 

令和 6 年度目標 概ね 100％ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福井市住宅基本計画の改定  

建築物の完了検査受検率(※) 

     ：98.3％（3年度） → 98.7％（4年度）  



 

 

 

 

行動目標 SDGs指標 

１３ 木造住宅の耐震化促進 

木造住宅における地震時の被害を軽減するため、その所有者に対して、広

報活動によって耐震化の必要性について周知を図り、耐震改修や建替え、解

体などの耐震化を促し、木造住宅の安全性を確保します。 

 

 

 

  

 

 ※ 耐震化戸数（累計） 

    耐震診断を行い、耐震改修、建替え、解体などの耐震化を行った戸数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

１４ 空き家対策の促進 

市民の安全で快適な生活環境を保全するため、周囲に悪影響を及ぼす管理

不全空き家等の所有者や管理者に対し、適正な管理を促します。特に、危険

な特定空き家等については、個別訪問や文書での指導・助言等により、速や

かに修繕、又は除却するように働きかけていきます。 

さらに、空き家対策の強化を図るため、市内全域の空き家の実態を調査

し、福井市空き家等対策計画（平成 30年度～令和 9年度）を改訂します。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 ○総 9 木造住宅の耐震化戸数(累計)(※) 

：   291戸（3年度）→307戸（4年度） 

戸別訪問の実施 ： 1,600戸（4年度） 

 

耐震化事例（筋かい新設）  

○総 12 管理不全の空き家等が解消された件数（累計） 

： 440件（3年度）→452件（4年度） 

福井市空き家等対策計画の改訂 



 

 

 

 

行動目標 SDGs指標 

１５ ふくいの住まい支援事業の推進 

ふくいらしい住まい方である同居・近居への補助や、子育て・新婚世帯、

ＵＩターン世帯が空き家などを活用した住宅取得、家賃を支援することによ

り、それぞれのライフステージに応じた子育てしやすい住環境の確保と、定

住人口の維持を促進します。 

また、空き家を活用した支援事業では、空き家情報バンクの登録物件が対

象となっていることから、引き続き関係団体等へのバンク登録のメリット等

の周知広報や、空き家流通アドバイザーの積極的な活用により、登録物件の

充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

１６ 市営住宅の環境整備の推進 

「福井市住宅基本計画」（平成 29年度～令和 8年度）に基づき、耐用年数

が経過し老朽化している市営住宅について、計画的に用途廃止を進めていき

ます。 

また、住宅設備が不十分な市営住宅は、浴室を設置する等、住環境の改善

をすることで優良ストック化を図ります。 

 

 

 

※1 用途廃止進捗率（用途廃止した棟数／用途廃止計画棟数） 

令和 3 年度までの実績  2 棟／37 棟 ≒  5.4 ％ 

令和 4 年度の目標    7 棟／37 棟 ≒ 18.9 ％ 

    ※2 優良ストック化率（優良ストック戸数／優良ストック計画戸数） 

優良ストックとは、耐震性があり 浴室が整備された 住戸のこと 

令和 3 年度実績 1,014 戸／1,340 戸 ≒ 75.6％ 

令和 4 年度目標 1,017 戸／1,340 戸 ≒ 75.8％  

 

 

 

  

 

 

○総 17 空き家情報バンク登録件数（累計）：269件（3年度）→284件（4年度） 

空き家の活用 

用途廃止進捗率（※1） ：  5.4％（3年度）→ 18.9％（4年度） 

優良ストック化率（※2） ：  75.6％（3年度）→ 75.8％（4年度） 

優良ストック化 

（ダイニング・キッチン） 

 

優良ストック化 

（浴室） 

 



組織目標Ⅳ 市民・行政・企業等と協働して、水とみどり豊かな生活環境を形成するとともに、

景観に配慮したまちづくりを進めます 

  

行動目標 SDGs指標 

１７ 良好な河川環境の保全・創出 

人々から親しまれ守られてきた里川について、今後も地域交流の場として

利活用できるよう、河川環境の保全を図ります。 

また、まち美化パートナー制度を活用し、地域への愛着心を育み、河川等

の清掃美化活動を行う市民グループを支援します。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

１８ 都市緑化の推進 ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ 

街並みに四季の彩りを創造する「ガーデンシティふくい」を実現するた

め、公民館や道路沿いの土地を利用した花壇造り等を行うグループの活動を

支援します。 

また、まち美化パートナー制度を活用し、地域への愛着心を育み、公園の

清掃美化を行うグループの活動を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 認定里川保全箇所数（累計）： 5カ所（3年度）→ 6カ所（4年度） 

○総 11 まち美化パートナー制度協定締結団体数（河川）（累計） 

                 ：15団体（3年度）→16団体（4年度） 

ガーデンシティふくい協定締結団体数（累計） 

  ：76団体（3年度）→ 77団体（4年度） 

○総 11 まち美化パートナー制度協定締結団体数（公園）（累計） 

：63団体（3年度）→ 64団体（4年度） 

まち美化パートナー活動状況 

（妙国公園を美しくする会） 

ガーデンシティふくい活動状況 

（杉の木台自治会連合会） 

（市民グループ等による清掃美化活動） 



 

 

 

 

行動目標 SDGs指標 

１９ 屋外広告物の是正指導の実施と良好な景観づくりの推進   

福井市屋外広告物条例に定める基準に適合しない屋外広告物について是正

指導を行い、北陸新幹線福井開業に向けた良好な景観づくりと屋外広告物の

安全確保に努めます。 

 

 

 

 

 

※ 令和 4 年 9 月末までに是正が必要な広告物件数（累計） ： 320 件 

 

 
 
 
 
 
 
 

是正期限（令和 4年 9月末）を設けた広告物の是正件数（※）（累計） 

：  70件（3年度）→320件（4年度） 

      ○○○○○○件数     ：   ○○件 

  



 


